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再
び
押
し
寄
せ
た
試
練
の
波

　

新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
、

さ
ら
に
「
徳
島
県
新
長
期
総
合

開
発
計
画
」
に
お
い
て
先
導
的

工
業
開
発
の
拠
点
に
位
置
付
け

ら
れ
た
阿
南
市
は
、
昭
和
47

（
１
９
７
２
）
年
に
、
昭
和
60
年
を

目
標
年
度
と
す
る
「
阿
南
市
総

合
開
発
計
画
」
を
策
定
し
、
工

業
開
発
を
軸
に
し
た
住
み
よ
い

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
昭
和
40
年
代
半
ば
以
降
、

辰
巳
地
区
や
大
潟
・
新
浜
地
区

に
お
い
て
工
業
用
地
を
造
成
す

る
な
ど
、
県
と
と
も
に
企
業
誘

致
の
た
め
の
「
受
け
皿
づ
く
り
」

を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
工
業
開
発
に
よ
る
急

激
な
近
代
化
は
、
公
害
問
題
な

ど
を
顕
在
化
・
深
刻
化
さ
せ
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
す

る
住
民
運
動
が
過
熱
。
さ
ら
に
、

二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
が
日
本
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
企
業
の
工
場
立
地
意

欲
に
強
い
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
余
波
は
、
阿
南
市
に
も

押
し
寄
せ
、
進
出
を
予
定
し
て

い
た
企
業
が
次
々
と
撤
退
を
表

明
。
新
産
業
都
市
計
画
に
描
い

た
工
業
開
発
は
行
き
詰
り
、
用

地
造
成
な
ど
で
過
大
な
財
政
負

担
が
累
積
し
た
阿
南
市
は
、
再

び
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

都
市
建
設
の
軌
道
修
正

　

戦
後
初
め
て
の
マ
イ
ナ
ス
成

長
を
経
験
し
た
日
本
経
済
は
、

そ
の
後
安
定
成
長
の
時
代
に
入

り
、
国
の
地
域
開
発
戦
略
は
、

そ
れ
ま
で
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
方
式
か
ら
定
住
構
想
へ
と

転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
54
年
、
阿
南
市
、
那
賀

郡
、
海
部
郡
の
１
市
13
町
村
が

「
徳
島
県
南
部
モ
デ
ル
定
住
圏
」

に
指
定
さ
れ
、
翌
年
11
月
に
「
第

二
次
阿
南
市
総
合
開
発
計
画
」

▲橘町土井崎に完成した阿南クリーン
センター（平成 2 年）

▲公害問題が顕在化し、工場誘致に
　反対する住民運動が過熱（市役所前）

▲

工
業
用
地
と
し
て
造
成
さ
れ
た
辰
巳
地
区

（
昭
和
46
年
） 昭

和
か
ら
平
成
へ

新
し
い
時
代
の
始
ま
り

▲大潟・新浜工業用地に進出した阿南化成㈱（平成元年）

▲津乃峰町方面に整備が進む国道 55 号阿南道路（平成 10 年頃）

▲阿南市市民会館で開催された「全国竹の大会」（平成３年）

▲国道 55 号阿南道路（日開野町―津乃峰町間）開通式（平成 12 年）

を
策
定
し
ま
す
。
目
指
し
た
の

は
「
水
と
緑
の
青
年
産
業
都
市
」。

自
然
と
調
和
し
た
産
業
都
市
形

成
が
始
ま
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
景
気
が

　

呼
び
起
こ
し
た

企
業
立
地
の
急
進
展

　

時
代
は
移
り
変
わ
り
、
平
成

に
。
バ
ブ
ル
景
気
が
引
き
起
こ

し
た
地
価
高
騰
に
よ
っ
て
、
大

都
市
近
郊
に
安
価
な
工
業
用
地

が
な
く
な
り
、
工
場
立
地
の
目

は
地
方
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

二
度
に
わ
た
る
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
企
業
立
地

が
具
体
化
し
な
か
っ
た
市
内
の
工

業
用
地
へ
の
工
場
立
地
の
申
し
出

が
相
次
ぎ
ま
す
。

　

平
成
元
年
４
月
、
大
潟
・
新

浜
工
業
用
地
で
第
１
号
と
な
る

阿
南
化
成
㈱
が
進
出
し
、
操
業

を
開
始
。
平
成
６
年
４
月
に
は
、

県
営
辰
巳
工
業
用
地
に
進
出
し

た
㈱
山
本
鉄
工
所
阿
南
工
場
が

操
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
も

順
調
に
企
業
進
出
が
あ
り
、
現
在

で
は
、
両
工
業
用
地
で
15
社
が

操
業
。
従
業
員
数
は
４
２
０
０

人
を
超
え
、
雇
用
の
場
の
確
保

と
地
域
経
済
の
成
長
を
支
え
る

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
を
見
据
え
た

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
３
年
、
第
三
次
阿
南
市

総
合
計
画
を
策
定
し
、「
マ
リ

ン
ブ
ル
ー
に
輝
く 

ふ
れ
あ
い
交

流
都
市
・
あ
な
ん
」
を
将
来
像

に
、
県
南
中
核
10
万
人
都
市
の

実
現
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し

ま
す
。

　

高
度
経
済
成
長
か
ら
続
く
好

景
気
に
よ
り
、
私
た
ち
は
豊
か
な

暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る
中
で
、
生

活
排
水
や
環
境
保
全
対
策
な
ど
、

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
守

る
た
め
の
施
設
整
備
も
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
年
11
月
、
ご
み
処

理
施
設
「
阿
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
。
ご
み
処
理
の

効
率
化
と
循
環
型
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、
翌
年
９
月
か
ら
分

別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
３
年
10
月
に
は
、

竹
の
良
さ
や
美
し
さ
の
普
及
を

め
ざ
す
「
第
32
回
全
国
竹
の
大

会
」
が
阿
南
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
阿

南
市
特
産
の
〝
竹
〟
を
テ
ー
マ

に
し
た
産
業
・
物
産
イ
ベ
ン
ト

「
第
１
回
阿
南
の
竹
ま
つ
り
」
が

催
さ
れ
、後
に
「
阿
南
市
活
竹
祭
」

と
名
称
を
変
え
、
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
る
阿
南
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
４
月
、
21
世
紀
へ

の
架
け
橋
と
し
て
期
待
さ
れ
た

明
石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
、
人
、

物
、
情
報
な
ど
の
流
れ
の
変
化

や
新
し
い
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

　

阿
南
市
で
は
、
急
速
な
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
よ

り
発
生
し
た
市
中
心
部
の
渋
滞

緩
和
と
交
通
安
全
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和

48
年
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
た
国
道
55
号
阿
南
道
路
が
、

平
成
５
年
に
小
松
島
市
大
林
町

か
ら
阿
南
市
西
路
見
町
ま
で
の

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
成
12
年

に
西
路
見
町
か
ら
津
乃
峰
町
ま

で
の
５
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平

成
25
年
に
津
乃
峰
町
か
ら
橘
町

ま
で
の
２
・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

開
通
し
、
新
た
な
交
通
動
脈
と

し
て
、
県
都
方
面
へ
の
交
通
を

円
滑
に
導
い
て
い
ま
す
。


